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１． 協議会の全体観とゴールについて 

（協議テーマ） 

⚫ 「リラクゼーションとは何か」を消費者にとって分かりやすく伝えるために明確にすべき事項は何

か 

⚫ 事業者が安心・安全なサービスを提供するために定める事項は何か 

協会が定めている「リラクゼーション業の適正化に関する自主基準」をベースに、「手技」「広告表示」「施

設・設備」に関する事項など、より詳細に定める点または追記すべき点を協議する。 

 

２．検討協議会設立に至った背景・目的について 

 リラクゼーションとは、手技と高いコミュニケーションスキルでの接客による施術サービスで、男女、

年齢を問わない幅広い利用者の、心身の癒しをサポートする。 

当協会では、リラクゼーション業の社会的地位の向上や認知拡大を目的とし、医業類似行為を行わない

という線引きのもとに、消費者が安心・安全なサービスを受けられる環境を整える役割を担っている。 

 業界内部では、視野が狭く内側の情報に偏るため、各方面の有識者の方のご協力を仰ぎ、課題・目的を

達成するため、検討協議会の設立に至った。 

 



３．討議 

（１）リラクゼーション業の定義の仕方 

⚫ サービス業は、ニーズに合わせて提供価値が変わるもの 

⚫ 核となる部分を定めて、信頼を得ながら業として確立、発展させていくのがよい 

⚫ 「～ではない」ということを積み重ねていく「引き算」方式では難しい 

⚫ 一方で、明確に範囲を定義することもまた難しい 

⚫ 「攻め」（積極的な提供価値の定義）と「守り」（○○は除く、○○を生じさせないなど）両方の視点

がある 

→ 「少なくともこういうこと」＋「これらを除く」というような決め方がよいのではないか 

 

（２）リラクゼーション業を定義するときの視点 

⚫ 定義するときの視点。どこを中心に据えるか。バランスはどうするか 

行為：これをする、ないし、これをしないサービス 

目的：こういう目的のサービス 

影響：このような影響を生じさせない（「消極的弊害」を想定） 

⚫ その他の論点 

・手技の範囲 

・手技の「強さ」と「痛み」 

⚫ 手技以外の規定（コミュニケーション、空間演出など） 

⚫ 機械のみのサービスの可否 

⚫ （医業類似行為との違いとして）ユーザーが自分で回数・頻度を決める 

 

（３）消費者の理解と期待を踏まえたアプローチ 

⚫ 消費者が考える「マッサージ」と業界（あはき法）における「マッサージ」 

⚫ 消費者の期待・ニーズ・業種の理解と産業分類および業種ごとの実際の提供サービスのズレ 

⚫ ズレを理解した上での定義と、コミュニケーション方法の検討の必要性 

⚫ 自主基準の徹底などを通して結果として伝わるものと、直接消費者に伝えていくものの両面 

 

（４）ガイドラインを含めた運用面と業の確立への道筋 

⚫ 「入り口」と「入った後」の両方で質を担保する。これらをどうするか 

・「入り口」では技術的に外れる（範囲外、低レベル）ものを排除する仕組み 

・「入った後」は、レベルの維持・さらなる向上と、不適切な会員の是正・排除の両面 

・あくまで任意団体なので限界はあるが、やれることをやり、実績と信頼を積み重ねていく 

⚫ 定義をしにくい中でコアを定めて、質を維持・向上させる取り組みを進めることで、リラクゼーショ

ン業として（協会として、協会会員として）消費者、世の中の理解と信頼を積み重ねる 

⚫ これを進めることで、類似・近接業種との境界が明確になっていき、適切に「選ばれる」環境が整っ

ていくことを目指す 

 



※3．討議での記載事項は、協議会として決定されたものではなく、議論の中での意見をまとめたものと

なります。 

                                            以上 


